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増
加
な
ど
に
よ
り
商
工
費
が
６
億

６
千
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
結

果
、
支
出
全
体
で
は
約
13
億
８
千

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

帯
広
市
の
会
計
に
は
一
般
会
計

の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や

介
護
保
険
事
業
な
ど
、
特
別
の
目

的
の
た
め
に
一
般
会
計
と
は
区
別

し
て
経
理
し
て
い
る
八
つ
の
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
な
ど
独
立
採

算
で
経
理
し
て
い
る
二
つ
の
企
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
企
業
会
計
の
決
算

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　国民健康保険会計は、赤字解消計画により収支不足を補
てんすべく努力しています。
　老人保健会計の赤字は国庫負担金の不足によるもので、
平成１７年度中に解消する見込みです。

　平成 16年度の一般会計を含む 11会計の決
算がまとまりましたので、お知らせします。
　決算については、9月 26日から開かれてい
る定例市議会で審議されています。△

詳細　財政課（市庁舎３階、内線 1412）

平
成
16
年
度
予
算
に
は
、
雇
用

対
策
事
業
な
ど
重
点
政
策
事
業
を

掲
げ
、
新
規
施
策
の
展
開
や
既
存

事
業
の
拡
充
な
ど
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
優
先
的
に
事
業
を
推
進
し

ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
７
６
３
億
４
８
０
７
万
円
、

歳
出
が
７
５
９
億
９
６
２
６
万
円

と
な
り
（
図
１
）
、
差
引
き
額
は

３
億
５
１
８
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
う
ち
、
平
成
17
年
度
へ
繰

り
越
し
た
４
６
６
万
１
千
円
を
差

し
引
い
た
残
り
の
３
億
４
７
１
４

万
９
千
円
が
実
質
的
な
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

収
入
は
国
の
三
位
一
体
の
改
革

の
影
響
に
よ
り
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
は
平
成
15
年
度

と
比
べ
約
８
億
６
千
万
円
、
市
税

も
１
億
９
千
万
円
ほ
ど
減
少
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
市
の
貯
金
で

あ
る
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
で
財

源
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
一
方
、
生
活
保
護
費
な
ど

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
で
国
庫
支

出
金
が
約
３
億
５
千
万
円
増
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
借
金
で
あ
る
市

債
は
過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債
の

借
り
換
え
な
ど
に
よ
り
28
億
５
千

万
円
増
加
し
、
収
入
全
体
で
は
約

13
億
８
千
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

支
出
で
は
平
成
15
年
度
と
比
較

し
、
道
路
整
備
費
な
ど
の
減
に

よ
り
土
木
費
が
９
億
３
千
万
円
、

病
院
事
業
会
計
の
廃
止
な
ど
に
よ

り
、
企
業
会
計
や
一
部
事
務
組
合

へ
の
繰
出
金
な
ど
の
諸
支
出
金
が

22
億
５
千
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
生
活
保
護
に
要
す

る
扶
助
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
民

生
費
が
約
９
億
６
千
万
円
、
市
債

の
借
り
換
え
に
よ
り
借
金
の
返
済

に
使
っ
た
公
債
費
が
約
32
億
７
千

万
円
、
中
小
企
業
へ
の
貸
付
金
の

一般会計の歳入と歳出（図１）　　

歳　入 歳　出 実質収支

国民健康保険会計 １，４５７，１６０ １，４８６，２７９ －２９，１１９

老人保健会計 １，４０７，２０２ １，４２０，７０２ －１３，５００

介護保険会計　 ７１５，５３６ ７１０，５２０ ５，０１６

中島霊園事業会計 ３，１７２ ２，８８３ ２８９

簡易水道事業会計 ２２，３４１ ２２，１６３ １７８

農村下水道事業会計 ９，１０７ ９，１０７ ０

駐車場事業会計　 １８，２５８ １８，２５８ ０

空港事業会計 １２８，１２３ １２８，１２３ ０

収　入 支　出 収支差引

水道事業会計 ５３４，３８２ ６２４，３９０ －９０，００８

下水道事業会計 ６１８，２０４ ７２５，９５６ －１０７，７５２

企業会計の収支（２会計）　

　企業会計における収支不足額は、損益勘定留保資金など
で補てんしました。

平
成
16
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
の
収
支

特
別
・
企
業
会
計
の
決
算

特別会計の収支（８会計）　　

（単位：万円）

（単位：万円）

一
般
会
計
の
収
入
の
特
徴

一
般
会
計
の
支
出
の
特
徴
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■社会保障
　国保料の減免（１,９９３世帯）

　介護保険料の軽減・減免（９５４人）

■少子化対策
　病後児保育の実施、乳児保育・障害児保育の拡大

　延長保育の拡大（日平均１３０人）

　地域子育て支援センターの開設（４カ所目）

　乳幼児医療費助成・６歳就学前まで拡大

　　（１５１,６２１件、８,８８０人）

■高齢化対策
　在宅介護支援センターの開設（９カ所目）

　生活支援ハウスの開設（２カ所目）

　在宅サービスの充実（９項目、２,７９０人）

■安全なまちづくり
　交通安全教室・研修会の開催（２２３件、２３,９５６人）

　地域防災訓練の実施（９月５日光南小学校）

　自主防災組織づくり（啓北連合町内会）

■農畜産物の安全安心対策
　トレーサビリティ導入支援

　生産現場の訪問バスツアーの実施

■農業生産基盤の整備
　農道、明

めいきょ

渠・暗
あんきょ

渠（排水路）等の整備

　長いも洗浄選別施設・病害虫防除施設整備補助

　コンバイン・不耕起栽培作業機械導入補助

■中心市街地の活性化
　ＴＭＯ推進事業への助成

　駅北多目的広場のイベントへの貸し出し（１８件）

■商工業経営基盤の強化
　地場産業振興補助（４件）

　融資制度の充実

　　新規５７８件（４０億円）、合計１,９８０件（１００億円）

■観光振興
　平原まつりなどイベントの充実（１０件）

　世界ラリー選手権（ＷＲＣ）の開催支援

■雇用機会の拡大［重点事業］
　国の交付金事業（１５事業、８,１３０人）

　帯広市独自事業（１２,０８５人）

　季節労働者の雇用（７事業、１,４８５人）

■環境保全
　住宅への太陽光発電システム設置補助（１８戸）

　民間企業へのＩＳＯ１４００１認証取得補助（３事業者）

■リサイクル
　資源集団回収団体への奨励金支給

　（７２１団体、回収量１０,３２８トン）

　「Ｓの日」の資源回収（８,８８３トン）

■公園
　緑ヶ丘公園、光南緑地、中央公園など７公園の整備

■住宅
　市営住宅建設（柏林台団地西町、大空団地２街区）

　ユニバーサルデザイン住宅の普及（補助４６件、貸付金１４件）

■道路
　幹線道路・生活道路の整備（柏林台通など１７路線）

■交通体系整備
　新規航空路線（帯広ー函館線）の開設

　国際チャーター便の就航促進（２６４便）

　フレックスバスの実証実験運行　
　大正地区乗合タクシーの本格運行

■国際交流の促進
　スワード市・朝陽市との高校生相互派遣（１０人）

　ＪＩＣＡ研修員・朝陽市農業研修生の受入（１５９人）

■国内姉妹都市交流の推進
　松崎町・大分市・徳島市との子供・青少年の交流（１１１人）

■学校教育の充実
　清川小学校校舎・屋体の改築

　小中学校校舎耐震診断の実施（８校）

　教職員研修の充実（受講者数２３３人）

　障害児教育の充実（２２校４１学級、３５０人）

■生涯学習の充実
　新図書館建設（２年目）

　動物園ちびっこファーム整備

　自主的文化活動促進（市民芸術祭など９事業、３１,３６９人）

　芸術鑑賞機会の拡充

　　（ピカソ・マティス展など１１事業、２３,３１３人）

　生涯学習機会の提供（百年記念館１４事業・１５,８６０人、

　児童会館２３事業・１６,９９６人、動物園２４事業・１３,２０９人）



貸　　　　　方
＜負債の部＞ 15年度 16 年度 差額

1. 固定負債 112,484 112,205 ‐279

（１）地方債（長期借入金） 92,908 93,236 328

（２）債務負担行為 2,664 2,096 - 568

①物件の購入 2,664 2,096 - 568

②債務保証または
　損失補償 0 0 0

（３）退職給与引当金 16,912 16,873 - 39

2. 流動負債 7,156 7,150 ‐6

（１）地方債翌年度償還
　    予定額 7,156 7,150 - 6

（２）翌年度繰上充当金 0 0 0

（３）その他 0 0 0

負債合計 119,640 119,355 ‐285

＜正味資産の部＞

１．国庫支出金 59,134 58,978 - 156

２．道支出金 10,609 10,585 - 24

３．その他 53,118 53,193 75

　正味資産合計 122,861 122,756 ‐105

負債・正味資産合計 242,501 242,111 ‐390

借　　　　　方
＜資産の部＞ 15年度 16 年度 差額

1. 有形固定資産 216,923 216,860 ‐63
（１）市庁舎等 10,639 10,581 - 58
（２）保育所等 3,414 3,278 - 136
（３）ごみ処理施設等 2,364 2,284 - 80
（４）労働施設等 137 130 - 7
（５）農業施設等 9,416 8,983 - 433
（６）観光施設等 4,220 4,184 - 36
（７）道路・公園・住宅等 133,533 133,436 - 97
（８）消防庁舎等 3,484 3,334 - 150
（９）教育施設等 49,626 50,562 936
（10）その他 90 88 - 2
　　( うち土地 ) 64,268 65,547 1,279
2. 投資等 20,857 20,726 ‐131
（１）投資および出資金 14,257 14,628 371
（２）貸付金 1,109 992 - 117
（３）基金 5,491 5,106 - 385
①特定目的基金 5,491 5,106 - 385
②土地開発基金 0 0 0
③定額運用基金 0 0 0

3. 流動資産 4,721 4,525 ‐196
（１）現金・預金 2,016 1,797 - 219
①財政調整基金 1,649 1,442 - 207
②減債基金 17 0 - 17
③歳計現金 350 355 5

（２）未収金 2,705 2,728 23
①地方税 2,424 2,435 11
②その他 281 293 12
資　産　合　計 242,501 242,111 ‐390

（単位：百万円）
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地
方
自
治
体
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
予
算
・
決
算
は
、
１
年

間
の
お
金
の
出
入
り
の
み
を
表
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今

あ
る
公
共
施
設
な
ど
の
資
産
価
値

や
、
こ
れ
か
ら
返
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
借
金
な
ど
の
負
債
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
が
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
そ
れ
ら
の
状
況
が
一
覧

で
対
比
で
き
る
よ
う
、
企
業
な
ど

で
用
い
ら
れ
て
い
る「
複
式
簿
記
」

で
整
理
さ
れ
た
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
、
市

が
所
有
し
て
い
る
総
資
産
額
は
約

２
４
２
１
億
円
、
負
債
は
約
１

１
９
３
億
円
、
正
味
資
産
は
約
１

２
２
８
億
円
と
な
り
ま
す
。
（
表

１
、
図
２
）

◆
資
産　

　

資
産
の
内
訳
は
、
道
路
・
公

園
・
学
校
な
ど
の
有
形
固
定
資
産

が
約
89
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
は
公
営
住
宅
の
建

て
替
え
や
学
校
の
改
築
な
ど
に
よ

る
資
産
の
増
と
減
価
償
却
に
よ
る

減
は
同
程
度
で
し
た
が
、
基
金
の

取
り
崩
し
に
よ
り
前
年
度
対
比
約

４
億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

◆
負
債

負
債
は
、
資
産
総
額
の
約
49
・

３
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
て
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
将
来
返
済
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
で
す
。

新
し
い
借
金
を
し
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
13
年
度

の
制
度
改
正
に
よ
り
地
方
交
付
税

の
一
部
が
地
方
債
（
臨
時
財
政
対

策
債
）
に
振
り
替
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
地
方
債
は
前
年
度
比
約
３
億

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
負
債
全
体
で
は
債
務
負

担
行
為
が
減
少
し
た
た
め
、
約
３

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
見
る
帯
広
市
の
資
産
と
負
債

億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
正
味
資
産

正
味
資
産
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

た
市
税
を
は
じ
め
、
国
や
道
か
ら

の
補
助
金
を
財
源
と
し
た
資
産
で

今
後
返
済
し
な
く
て
も
よ
い
支
払

い
済
み
の
も
の
で
す
。

正
味
資
産
が
多
く
、
負
債
の
少

な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
16
年
度
の
正
味

資
産
の
比
率
は
50
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
前
年
度
と
同
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　
　

左
側
の
借
方
に
公
園
や
道

路
な
ど
の
資
産
、
右
側
の
貸
方
に

は
負
債
な
ど
の
資
産
の
整
備
に
必

要
な
お
金
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し

た
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
（
表

１
）

　

借
方
と
貸
方
が
同
額
と
な
り
、

釣
り
合
い
が
取
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

な
ぜ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

作
成
し
て
い
る
の
？

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

分
か
る
こ
と
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▼平成 15年度世代間負担比率

▼平成 15年度市民一人当たり

他
都
市
と
比
べ
る
と
・
・
・

帯
広
市
の
台
所
事
情

▼平成 16年度　指数にみる財政状況（表２）
　　　　　　　　※かっこ内の数字は平成 15年度
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平
成
15
年
度
決
算
で
道
内
他
都

市
と
比
較
す
る
と
、
帯
広
市
は
、

１
人
当
た
り
の
資
産
が
多
く
公
共

施
設
な
ど
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
整
備
の
た

め
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
な
ど
の

負
債
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、
既
に

負
担
（
支
払
わ
れ
た
）
し
た
割
合

と
、
こ
れ
か
ら
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
割
合
を
表
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
負
担
割
合
が
大

き
い
と
財
政
の
硬
直
化
を
招
き
ま

す
が
「
世
代
間
負
担
の
公
平
化
」

の
視
点
か
ら
は
、
既
に
負
担
さ
れ

た
割
合
が
高
け
れ
ば
良
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

帯
広
市
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
代

の
負
担
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
道
内
他
都
市
と
の
比
較

で
は
、
標
準
的
な
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を

判
断
す
る
目
安
と
し
て
、
次
の
三

つ
の
財
政
指
標
が
あ
り
ま
す
。（
表

２
）

　

こ
れ
ら
の
指
数
を
平
成
15
年
度

と
比
較
す
る
と
、
借
入
金
の
返
済

を
は
じ
め
と
し
た
経
常
経
費
の
割

合
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
政
策
的

に
使
え
る
お
金
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

道
内
他
都
市
と
の
比
較
で
は
、

経
常
収
支
比
率
は
多
少
低
い
状
態

で
す
が
、
起
債
制
限
比
率
は
高
い

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
税
の
伸
び
悩
み
や
地

方
交
付
税
の
削
減
な
ど
収
入
の
伸

び
が
期
待
で
き
な
い
中
で
、
少
子

高
齢
化
な
ど
に
伴
う
支
出
の
増
加

に
よ
り
、
数
十
億
円
の
収
支
不
足

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
福

祉
を
は
じ
め
、
多
様
な
要
望
に
応

え
て
い
く
た
め
に
は
、
今
ま
で
以

上
に
お
金
の
使
い
方
を
工
夫
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
16
年
度
ま
で
に
行
財
政
改

■平成１６年度の「主要な施策の成果」を市

のホームページで公表しています。

（帯広市のホームページ→各課のページ→財政

課のホームページ）

■財政課では「帯広市の台所事情」の出前講

座を行っています。過去の決算状況から将来

の財政見通しまで、ご説明に伺いますので、

希望される団体やグループなどは財政課まで

ご連絡ください。

市
民
一
人
当
た
り
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

世
代
間
の
負
担
比
率

指
数
に
見
る
財
政
状
況

市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

革
に
よ
り
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
職
員
の
削
減
、
給
与
制
度
の
見

直
し
や
引
き
下
げ
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
加
え
て
、
家
庭
系
ご
み

の
一
部
有
料
化
、
公
共
施
設
の
料

金
改
定
な
ど
に
よ
る
負
担
増
や
事

務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
生
活
へ

の
影
響
に
つ
い
て
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
地
方

の
権
限
が
拡
大
さ
れ
る
の
と
同
時

に
私
た
ち
の
自
己
責
任
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
市
役
所
が
協
働
し
、
向
か

い
合
い
、
知
恵
と
工
夫
を
出
し
合

う
こ
と
に
よ
り
、
地
方
分
権
の
時

一般財源とは　市税や地方交付税など使い道が
特定されていない収入のことです。このうち毎

年見込まれる収入を経常一般財源といいます。

帯広市
道内主要
都市平均

どんな指標か

財
政
力
指
数

０．５６５
（０．５５８）

０．５５１
（０．５５６）

　財政力の強弱を示す指標で
数値が高いほど財政に余裕が
あるとされています。 値が１を
越える団体には地方交付税が
配分されません。

起
債
制
限
比
率

１３．７％
（１３．４％）

１３．０％
（１３．１％）

　標準的な収入に対する借入
金返済額の割合をあらわすも
ので、  値が大きいほど一般財
源に対する借金の比率が高い
ことになります。

経
常
収
支
比
率

８６．８％
（８４．６％）

９２．５％
（９０．３％）

　職員給与や生活保護費、 借
入金の返済など毎年発生する
義務的性格の経費が経常一
般財源に占める割合です。  高
いほど財政の硬直化が進んで
いることになります。

代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


